
人の力を
信じる。
阿蘇 の 誇りと実りのブランド
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県
北
の
南
関
町
出
身
。山
と
田
ん
ぼ

と
畑
と
小
川
で
遊
び
な
が
ら
、両
親

を
助
け
て
戦
後
の
食
糧
難
を
乗
り

切
っ
た
。「
そ
の
頃
の
子
ど
も
は
、鳥

や
魚
の
捕
ま
え
方
を
よ
く
知
っ
て
い

ま
し
た
」。厳
し
い
時
代
だ
っ
た
が
、

「
教
育
を
受
け
て
早
く
給
料
取
り
に

な
っ
て
独
立
せ
よ
」と
い
う
両
親
の

考
え
で
、兄
弟
六
人
全
員
大
学
に
進

む
。　

卒
業
後
、中
学
の
理
科
教
師

を
経
て
、母
校
の
理
学
部
に
新
設
さ

れ
た
大
学
院
に
進
学
。火
山
を
専
攻

す
る
。修
士
一
年
の
時
、阿
蘇
の
専
門

家
と
出
会
い
啓
発
さ
れ
た
。大
学
院

を
出
て
高
校
の
教
師
を
四
年
勤
め
た

後
、教
育
学
部
助
手
と
し
て
大
学
に

戻
る
。　
「
ラ
ッ
キ
ー
が
重
な
っ
た
」

と
言
う
が
、転
機
を
好
機
に
す
る
に

は
努
力
と
才
能
が
必
要
だ
。修
士
時

代
に
志
し
た
道
を
究
め
、三
十
四
歳

で
博
士
号
取
得
。以
来
三
十
余
年
。火

山
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
研
鑽
を

重
ね
、多
く
の
論
文
を
発
表
。後
進
の

教
育
に
力
を
注
い
だ
。　
「
阿
蘇
山

頂
の
火
山
博
物
館
で
巨
大
噴
火
を
理

解
し
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
素
晴
ら
し
さ

を
体
験
す
る
の
は
大
き
な
意
義
が
あ

る
」。地
震
や
噴
火
の
可
能
性
に
言
及

し
、防
災
減
災
の
た
め
に
は
も
っ
と

自
然
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
と
話
す
。

今
で
も
ポ
ケ
ッ
ト
図
鑑
を
手
に
野
山

を
散
策
す
る
。専
門
分
野
を
極
め
た

情
熱
は
、自
然
に
囲
ま
れ
て
過
ご
し

た
幼
い
日
々
に
芽
吹
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

九
万
年
前
、日
本
列
島
の
ひ
と

つ
の
火
山
が
大
噴
火
を
起
こ
し

た
。そ
れ
は
世
界
で
も
希
少
な
規

模
の
カ
ル
デ
ラ
を
形
成
し
、水
を

湛
え
た
。カ
ル
デ
ラ
湖
だ
。や
が

て
水
は
干
上
が
っ
た
が
ミ
ネ
ラ

ル
豊
富
な
マ
グ
マ
や
植
物
な
ど

の
有
機
物
、そ
し
て
溶
け
出
し
た

鉄
分
を
多
く
含
む
堆
積
物
が
、は

る
か
な
時
を
超
え
て
今
に
残
さ

れ
た
。火
山
の
名
は
阿
蘇
山
、堆

積
物
は
リ
モ
ナ
イ
ト
。阿
蘇
な
ら

で
は
の
褐
鉄
鉱
で
あ
る
。　

こ

の「
火
山
の
遺
産
」を
も
っ
と
よ

く
知
り
、現
代
の
人
び
と
の
暮
ら

し
に
役
立
て
る
方
途
を
考
え
よ

う
。そ
う
し
た
こ
こ
ろ
ざ
し
の
組

織
に
、辻
誠
さ
ん
は
立
ち
上
が
り

か
ら
参
加
し
た
。も
と
も
と
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、環

境
や
自
然
保
護
の
社
会
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
人

だ
。　

こ
の
堆
積
物
に
よ
り
地

球
史
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、「
土

壌
改
良
や
水
質
活
性
、畜
産
、さ

ら
に
硫
化
水
素
を
吸
着
す
る
脱

硫
剤
と
し
て
…
…
」幅
広
い
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
挑
み
、地
域
へ

の
実
質
的
な
貢
献
も
追
い
求
め

る
。　

赤
み
を
帯
び
た
土
の
野

は
、可
能
性
を
秘
め
た
力
強
い
荒

野
の
よ
う
。そ
こ
に
す
っ
く
と
立

つ
人
の
見
て
い
る
先
は
、ま
さ
に

ア
ソ
・
ド
リ
ー
ム
で
あ
る
。

地
球
の
歴
史
を

伝
え
る
褐
色
の

土
と
向
き
合
う
。

火
山
を

見
つ
め
な
が
ら
、

防
災
を
考
え
る
。

あるがまま、という貴さ。

人と自然が共作する阿蘇。

然についてのお問い合わせは、
阿蘇市「草・観・然」活性化事業推進会議事務局（阿蘇市観光課）

TEL. 0967-22-3174 / FAX. 0967-22--4566

aso-zen.com

●  阿蘇の自然を舞台にした人びとの営みこそ大きな力を持っている、という考えで 2013 年秋にスタートした「然」。活動
の広報として、お一人お一人のポスターを制作しています。

　※掲載された内容は取材当時のものです。

熊
本
大
学
名
誉
教
授

渡
邉
一
德



今月号の表紙
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７月の熱い日差しの中、
りんどう保育園では、３
歳児以上の園児が着衣
のままプールに入り、風
水害時を想定した避難
訓練を行いました。
詳細は８㌻に掲載して
います。

平成 30 年 8 月号
public relations magazine No.163

今月の主な内容・CONTENTS

●夏季限定グループ旅行助成事業
●「マダニ」にご注意ください
●熊本地震におけるすまいの再建に向けた支援策
●申請はお済ですか？熊本県奨学のための給付金
●ひとり親家庭等の子どもたちの学習を応援します
●阿蘇税務署での面接相談（事前予約必要）
●２４時間震災問題・借金・生活保護１１０番
●心配事相談　●こころの健康相談　●法律相談
●登記相談　●年金出張相談　●消費生活相談
●認知症カフェ　●障がい者相談　●あそ若者就労相談会

市役所からのお知らせ
●来年２月開始予定の各種証明書コンビニ交付のご案内[P12]
●天ぷら油（家庭廃食油）の回収キャンペーン [P12]
●「阿蘇っ子クラブ」指導者募集 [P13]
●平成３０年度自衛官採用試験 [P13]
●不動産（田）の公売会を開催します [P14]
●コミュニティ助成事業で地域活動備品を整備 [P14]
●児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成の現況届は８月31日㈮まで [P15]
●身体障がい者相談員・知的障がい者相談員のご紹介 [P15]
●道路上に張り出している樹木の伐採のお願い [P16]
●希少野生動植物を保護しよう！ [P16]
●自宅のブロック塀を点検しましょう [P17]
●世界農業遺産ロゴマーク商品大募集 [P17]
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図書館へ行こう！

子育て支援センター情報

阿蘇医療センター通信 No.34
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さわやかフレッシュマン 森下 周
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地産地消クッキング 盆タラとタケノコの甘辛煮

８月カレンダー
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うすい るな／波野中学校・3 年

夢を追いかける青少年の声を届けます ―
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夢を追いかけて

碓井　瑠南

　私の母の仕事は保育士です。私の母の保育園では、
発表会の衣装を先生方が作っています。毎年、発表会
が近づくと夜遅くまで衣装を作っています。母の姿を
見ていると、とても大変そうだなと思うと同時に、子
どもたちのために夜遅くまで衣装を作っていてかっ
こいいなと思います。
　私は、母のような、子どもたちの笑顔をたくさん作
れる保育士になりたいと思います。
　夢を叶えるために、毎日頑張っていきます。
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まちの話題

市役所からのお知らせ ほか
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くらしの情報

人権作文 小池 来
ら い あ

空さん

国道 57 号・中九州横断道路
滝室坂トンネル着工

28
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阿蘇サイクルツーリズム通信 vol.16

19

お慶び ご寄付

阿蘇市の夏祭り

故郷で働く 後藤 翼さん26

国際・全国大会出場者紹介10


